
 

 

 

  

台風 21号により多大な被害が発生しました。部会員の皆様にお見舞い申し上げます。現在、落果りんごの加工集

荷を行っていますが、集荷締切等の変更がある場合は共選所へ啓示しますので確認頂くか、共選所までお問い合わ

せください。 

もも極晩生種の収獲最後半に入りました、9 月の曇天により着色が遅れている模様ですが、最後まで適期収穫に

努めてください。また、9/25 前後から秋映の収獲が可能となる見込みです。成熟は昨年より 7 日程度進んでいます

ので葉摘み等管理作業は早めの意識のなかで進めてください。 

【気象特記】 

 台風 21 号：暴風 23.6ｍ/s（16：30・南南東・長丘事業所裏） ＊参考：岳南消防署 32.3m/s 

 8 月まとめ：猛暑日 6（8/22：37.1℃）、平均気温 25.0℃（平年比+0.7℃）、降水量 167.5 ㎜（平年比 91％） 

 

 次ページもお読みください。（8/22 シナノリップ現地検討会報告他） 

【もも生産販売反省会及びりんご生産者大会の研修会内容について】 

来週 9/19（水）に開催される会議終了後の研修会内容が決定しました。質疑応答を含めて約 1 時間と短

い間ですが、濃密に研修を行っていきたいと考えています。ついては、大勢の部会員の皆様のご参加を

お待ちしています。 

① 全国リンゴ研究大会 in 秋田参加報告（報告者：園芸課新任堀内より） ＊注目してください！ 

7/26～27 に開催された全国大会内容を詳しく報告。最新の秋田県のりんご品種動向から新たな技術

等盛り沢山の内容です。ご期待ください！ 

② りんご黒星病 DMI 剤耐性菌発生に係る研修会（講師：普及センター） 

本年初めて長野県内で確認された黒星病 DMI 剤耐性菌。近年とまらない黒星病を克服する技術対策

等を詳しく研修していきます。質疑応答時間は十分にとります。 

③ もも極晩生種品種特性（園芸課金井より） 

市内で数多く栽培されている極晩生種の品種特性を解説します。どれを導入したら良いか悩んでいる

方はこの機会に研修ください。 

平成 30年 9月 14日 

ＪＡ中野市りんご・もも部会 

ＪＡ中野市園芸課 
No.10 

【りんご摘葉補助剤使用説明会の開催について】 

ふじの摘葉補助剤の適正使用に向けた講習会を下記により開催します。使用を検討されている場合はご

参加ください。＊あくまで摘葉補助剤として位置付けています。葉摘みを省略できる剤ではありません。 

1. 開催日時・場所 

 9 月 20 日（木）午前 11 時 南部共選所前 

 9 月 20 日（木）午後 2 時  高社共選所会議室  

2. 内容 

① 摘葉補助剤『ジョンカラープロ』の適正使用について ＊販売元メーカーも同席します 

② 生育概況・今後の栽培管理・質疑応答 

3. 資材注文   当日お受けできます。 

4. 問合せ先   園芸課早川（携帯 090－1867－2505） 



【8/22 りんごシナノリップ現地検討会報告】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【もも】 

 極早生種 早生種 中生種 晩生種 極晩生種 

主力品種  あかつき なつっこ 
川中島白桃 

黄金桃 

白根白桃、さくら 

黄貴妃 

ネクタリン 

 極早生種 早生種 中生種 晩生種 極晩生種 

主力品種 サマークリスタル スイートトップ  ファンタジア  

 【りんご】 

熟期 早生種 中生種 晩生種 

収獲時期 7月下旬～9月上旬 9月中旬～10月末 11月以降 

主力品種 シナノリップ（8月中旬） 秋映（10月上旬） 百年ふじ（11月初旬） 

補完品種 
夏あかり（8月上旬） 

優良系つがる（8月下旬） 

シナノスイート（10月中旬） 

シナノゴールド（10月下旬） 

らくらくふじ（11月上中旬） 

長ふ-12（11月中下旬） 

ぐんま名月（11月上旬） 

 

 猛暑日となった 8 月 22 日に、りんご・もも部会の主催で「シナノリップ現地検討会」が初開催され

ました。シナノリップは、長野県果樹試験場が「千秋」に「シナノレッド」を交配して育成した早生

品種で、本年 2 月 9 日に品種登録が完了しました。収獲時期は中野市で 8 月中下旬。食味は甘みが強

く食べやすい品種です。このシナノリップは真夏の高温下でも濃い赤色に染まることが最大の強みと

言われています。部会では、つがるに代わる期間品種と位置付け、平成 27 年秋から苗木導入を開始し、

ここまで約 600 本が定植されました。 

 今回の会場となった岩井池田義人様園では平成 27 年 4 月に接ぎ木を行い、本年まとまった量が結

実しました。当日は、園芸課新入職員の堀内担当がシナノリップの品種特性や実際の果実をモデルに

収獲適期を説明し、その後試食を行いました。参加者からは「糖度が高くて食べやすい。早生種のな

かでは有望ではないか」との声が挙がっていました。今年は稀に見る猛暑で、つがる等では着色不良

に悩んでいますが、このシナノリップは 8/22 時点で濃い赤色に染まり、園内でもひと際目立つ存在で

した。市内各地で結実が始まり、来年にはまとまった量の出荷が見込めそうです。 

 

 

↑8/22収獲前シナノリップ。縞が不明瞭な着色。 ↑つがると異なり地色が黄色になった所で収穫へ 

【部会苗木注文について】  ＊9/28（金）締切 

別紙により、りんご・もも苗木注文を受け付けいます。斡旋品種は、りんごでは H30 から晩生種の基

幹品種に決まった『百年ふじ』と早生の『シナノリップ』を中心に、近年評価を上げている『ぐんま名

月』、ももでは生産拡大品種 8 種とネク 3 種の合計 11 種類。また別で耐凍性台木付き苗の注文も併せて

取りまとめます。この機会に生産性が低下した基盤の若返りを図って頂くようお願いします。導入品種

についての詳細は担当までお問い合わせください。 


